
１・２年
ねん

 ３・４年
ねん

 ５・６年
ねん

 ７・８・９年 

３０分
ぷん

以
い

上
じょう

 ４５分
ふん

以
い

上
じょう

 ６０分
ぷん

以
い

上
じょう

 １２０分以上 

 

令和
れいわ

７年度
ねんど

『 口

くち

之

の

島

しま

っ子

こ

』の 一

いち

日

にち

（前期
ぜ ん き

課程
か て い

） 

                                

１ 登
とう

 校
こう

 

（１）出
で

かける前
まえ

は，身
み

なりや服
ふく

装
そう

を整
ととの

え，忘
わす

れ物
もの

がないかをもう一
いち

度
ど

確
たし

かめましょう。 

（２）出
で

かける時
とき

は，元
げん

気
き

よく挨
あい

拶
さつ

をして，決
き

められた通
つう

学
がく

路
ろ

と正門
せいもん

を通
とお

り，登
とう

校
こう

しましょう。 

（３）帽
ぼう

子
し

は赤
あか

にし，道
どう

路
ろ

は右
みぎ

側
がわ

を歩
ある

き，横
おう

断
だん

の時
とき

は左
さ

右
ゆう

をよく確
たし

かめましょう。 

（４）学校
がっこう

にはできるだけ，午
ご

前
ぜん

７時
じ

４０分
ぷん

までに，登
とう

校
こう

しましょう。 

（５）先
せん

生
せい

や友
とも

達
だち

，地
ち

域
いき

の人
ひと

に会
あ

ったら，自
じ

分
ぶん

から気
き

持
も

ちのよい挨
あい

拶
さつ

をしましょう。 

（６）寒
さむ

い日
ひ

は，ネックウォーマー・手
て

袋
ぶくろ

等
とう

（黒
くろ

・紺
こん

など華
か

美
び

でないもの）を 着
ちゃく

用
よう

してよ

いですが，教室
きょうしつ

でぬぎましょう。（マフラーは安全
あんぜん

上
じょう

のため不可
ふ か

とします。） 

 

２ 朝
あさ

の活
かつ

動
どう

 

（１）教
きょう

室
しつ

についたら，まず，電
でん

気
き

をつけ，窓
まど

を開
あ

けましょう。 

（２）朝
ちょう

の体
たい

力
りょく

づくりに取
と

り組
く

みましょう。外
そと

ではぼうしをかぶりましょう。 

（３）校
こう

内
ない

の花
か

壇
だん

，鉢
ばち

やプランターへの水
みず

やりや除
じょ

草
そう

をしましょう。 

 

３ 曜
よう

日
び

ごとの活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

（８時
じ

１５分
ふん

～８時
じ

２５分
ふん

） 

 

 

 

 

 

 

４ 朝
あさ

の会
かい

（８時
じ

２５分
ふん

～８時
じ

３５分
ぷん

） 

（１）学
がっ

級
きゅう

で決
き

められた順
じゅん

序
じょ

にしたがって，朝
あさ

の会
かい

を進
すす

めましょう。 

 

５ 授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

 

（１）学
がく

習
しゅう

の準
じゅん

備
び

は休
やす

み時
じ

間
かん

のうちに行
おこな

い，開
かい

始
し

時
じ

刻
こく

に学
がく

習
しゅう

が始
はじ

められるようにしましょう。 

（２）学
がく

習
しゅう

中
ちゅう

は，よく聞
き

き，よく考
かんが

え，よく発
はっ

表
ぴょう

しましょう。〔聞
き

く姿
し

勢
せい

…話
はな

し手
て

の方
ほう

を向
む

く〕 

（３）友
とも

達
だち

と助
たす

け合
あ

って学
がく

習
しゅう

を進
すす

め，分
わ

からないところはそのままにしないようにしましょう。 

（４）学
がっ

校
こう

の道
どう

具
ぐ

を使
つか

うときは，前
まえ

もって係
かかり

の先
せん

生
せい

の許
きょ

可
か

をもらいましょう。 

（５）寒
さむ

さの厳
きび

しい日
ひ

や体
たい

調
ちょう

が悪
わる

いときは，防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

等
とう

を着
ちゃく

用
よう

してよいです。 

 

６ 休
やす

み時
じ

間
かん

 

（１）次
つぎ

の学
がく

習
しゅう

の準
じゅん

備
び

をすませてから休
やす

みましょう。タブレットは授業
じゅぎょう

以外
い が い

では使用
し よ う

しません。 

（２）自
じ

分
ぶん

から進
すす

んで友
とも

達
だち

と仲
なか

良
よ

くしましょう。 

（３）晴
は

れた日
ひ

は，できるだけ外
そと

に出
で

て遊
あそ

び，体
たい

力
りょく

づくりにつとめましょう。 

（４）危
き

険
けん

な遊
あそ

びや危
き

険
けん

な場
ば

所
しょ

での遊
あそ

びは，絶
ぜっ

対
たい

にしないようにしましょう。 

（５）教
きょう

室
しつ

や図
と

書
しょ

室
しつ

では静
しず

かに過
す

ごし，ろうかは歩
ある

きましょう。 

（６）トイレは休
やす

み時
じ

間
かん

に済
す

ませ，次
つぎ

の人
ひと

が気
き

持
も

ちよく使
つか

えるように心
こころ

がけましょう。 

  （トイレットペーパーはありますか。スリッパの向
む

きも考
かんが

えましょう。） 

（７）だまって，学
がっ

校
こう

から出
で

ないようにしましょう。 

７ 給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

 

（１）４校
こう

時
じ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

は，手
て

洗
あら

い・うがいをすばやくすませましょう。 

（２）全
ぜん

員
いん

給
きゅう

食
しょく

着
ぎ

を頭
あたま

の上
うえ

の方
ほう

から順
じゅん

に着
ちゃく

用
よう

し，給
きゅう

食
しょく

の準
じゅん

備
び

を行
おこな

いましょう。 

（３）好
す

ききらいを無
な

くし，何
なん

でも感
かん

謝
しゃ

して食
た

べるようにしましょう。 

（４）給
きゅう

食
しょく

時
じ

間
かん

内
ない

に準
じゅん

備
び

・会
かい

食
しょく

・後
あと

片付
か た づ

けができるようにしましょう。 

 

８ そうじ時
じ

間
かん

 

（１）清
せい

掃
そう

３分
ふん

前
まえ

の放
ほう

送
そう

で，早
はや

めにそうじの準
じゅん

備
び

にとりかかりましょう。 

（２）そうじにふさわしい服
ふく

装
そう

で，時
じ

間
かん

いっぱい，きれいにしましょう。 

（３）そうじ後は，ぞうきんをきれいに洗
あら

い，きめられた場
ば

所
しょ

にかけましょう。また，清
せい

掃
そう

用
よう

具
ぐ

の

後
あと

片
かた

づけもきちんと行いましょう。 

 

９ 放
ほう

課
か

後
ご

 

（１）下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

を守
まも

り，正門
せいもん

と通
つう

学
がく

路
ろ

を通
とお

り，安
あん

全
ぜん

に気
き

をつけて下
げ

校
こう

しましょう。 

（２）下
げ

校
こう

中
ちゅう

は，寄
よ

り道
みち

をせずにまっすぐ家
いえ

に帰
かえ

りましょう。 

（３）見
み

知
し

らぬ人
ひと

には絶
ぜっ

対
たい

について行
い

かないようにしましょう。不
ふ

審
しん

に感
かん

じたら，大
おお

声
ごえ

で叫
さけ

び近
ちか

くの家
いえ

に駆
か

け込
こ

みましょう。（イカのおすし） 

 

10 家
か

庭
てい

では 

（１）出
で

かけるときは，おうちの人
ひと

に｢誰
だれ

と｣｢どこに｣｢
「

何
なん

時
じ

ごろまで｣｢何
なん

の用
よう

で｣をきちんと伝
つた

え，

必
かなら

ず許
きょ

可
か

をもらいましょう。 

（２）自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

る際
さい

は，２人
り

乗
の

りや危
き

険
けん

な乗
の

り方
かた

を絶
ぜっ

対
たい

にしないようにしましょう。 

（３）ミュージックチャイムを家
いえ

で聞
き

けるように帰
き

宅
たく

時
じ

刻
こく

を守
まも

りましょう。 

(４月
がつ

～９月
がつ

までは１８時
じ

まで，１０月
がつ

～３月
がつ

までは１７時
じ

までに帰
き

宅
たく

しましょう。） 

（４）家
か

庭
てい

での学
がく

習
しゅう

時
じ

間
かん

を必
かなら

ず守
まも

りましょう。 

 

 

 

（５）家
いえ

のお手
て

伝
つだ

いは自
じ

分
ぶん

から進
すす

んで行
おこな

い，家
か

族
ぞく

の一
いち

員
いん

としての役
やく

目
め

を果
は

たしましょう。 

 

11 その他
た

 

（１）学
がっ

校
こう

には，不
ふ

必
ひつ

要
よう

なものは絶
ぜっ

対
たい

に持
も

ってこないようにしましょう。 

（２）友
とも

達
だち

や先
せん

生
せい

や地域
ち い き

の方
かた

に対
たい

しては，思
おも

いやりの気
き

持
も

ちで接
せっ

しましょう。 

（３）言
こと

葉
ば

づかいに注
ちゅう

意
い

し，目
め

上
うえ

の人
ひと

にはていねいな言
こと

葉
ば

を使
つか

いましょう。 

（４）学
がく

習
しゅう

用
よう

具
ぐ

やその他
た

，自
じ

分
ぶん

の持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名
な

前
まえ

を書
か

きましょう。 

（５）図
と

書
しょ

室
しつ

ではきまりを守
まも

り，本
ほん

をたくさん読
よ

みましょう。 

（６）翌
よく

日
じつ

に使
つか

う学
がく

用
よう

品
ひん

や宿
しゅく

題
だい

などの忘
わす

れ物
もの

がないように，前
ぜん

日
じつ

に必
かなら

ず準
じゅん

備
び

をしましょう。 

（７）病
びょう

気
き

・その他
た

の理
り

由
ゆう

で欠
けっ

席
せき

や遅刻
ち こ く

・早退
そうたい

する時
とき

は，必
かなら

ず保護者
ほ ご し ゃ

や寮監
りょうかん

から担
たん

任
にん

の先
せん

生
せい

に

連
れん

絡
らく

しましょう。 

（８）何
なに

事
ごと

にも全
ぜん

力
りょく

をつくし，自
じ

分
ぶん

から積
せっ

極
きょく

的
てき

に行
こう

動
どう

しましょう。 

（９）家
いえ

の人
ひと

の許可
き ょ か

なく，友達
ともだち

の家
いえ

にあがらないようにしましょう。 

（10）休日
きゅうじつ

に校庭
こうてい

で遊
あそ

ぶときは，決
き

められた手続
て つ づ

きで許可
き ょ か

をもらいましょう。 

月
げつ

 火
か

 水
すい

 木
もく

 金
きん

 土
ど

 

朝
あさ

読
どく

書
しょ

 委員
い い ん

会
かい

活動
かつどう

 
朝
あさ

読
どく

書
しょ

 

全
ぜん

校
こう

朝
ちょう

会
かい

等
とう

 
緑
りょく

化
か

活動
かつどう

 
パワーアップ 

タイム 
トカラ集

しゅう

会
かい

 

(8:25～8:45) 

※ 始
はじ

まりの時
じ

刻
こく

をしっかり守
まも

り，時
じ

間
かん

いっぱい取
と

り組
く

みましょう。 


